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○朝霞市工事検査要領 

（趣旨） 

第１条 この要領（以下「工事検査要領」という。）は、朝霞市（公営企業を

含む。）が発注する工事並びに工事に係る設計、調査、測量及び監理の委託

（以下「工事」と総称する。）の検査に関し、朝霞市工事検査規則（平成元

年朝霞市規則第１２号。以下「規則」という。）の定めるもののほか工事検

査員又は特別検査員が行う検査について必要な事項を定めるものとする。 

（検査員の心得） 

第２条 工事検査員又は特別検査員は、請負契約等の給付の完了を確認する者

としての責務を自覚し、厳正公平、誠実にその職務を遂行しなければならな

い。 

２ 工事検査員は、契約の適正な履行を確保するために監督員の職務との競合

を避けるとともに、手直し、補修等は監督員に明確に指示し、その実行を確

認しなければならない。 

（工事検査員又は特別検査員が行う工事検査） 

第３条 工事検査員又は特別検査員が行う工事検査の対象は、次のとおりとす

る。 

（１） １件の請負契約金額が５００万円を超える工事 

（２） 工事に係る設計、調査、測量及び監理の委託 

（検査の準備） 

第４条 規則第８条第１項により工事主管部長が提出する工事概要書には、契

約書の写し、案内図、設計図書等の写しを添付するものとする。 

２ 工事検査員又は特別検査員は、規則第８条第４項の規定による監督員に意

見を求めるときは、設計図書等に関する質問書（工事検査要領様式第１号）

により行うものとする。ただし、軽微なものについては、省略することがで

きるものとする。 

（検査の手続） 

第５条 規則第９条第１項の規定による完成・出来高検査依頼書の提出にあっ

ては、（工事・工事に係る委託業務）関係書類整備表（工事検査要領様式第
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２号）を添付するものとする。 

２ 規則第９条第１項の規定による中間検査の依頼にあっては、別記１に定め

る「中間検査の取扱い」のとおりとする。 

（検査の実施） 

第６条 規則第１０条の規定による検査の実施は、検査依頼があった日から速

やかに行わなければならない。 

（検査の方法） 

第７条 検査の方法は、規則第１１条の規定に定めるもののほか、次のとおり

とする。 

（１） 土木工事：埼玉県土木工事検査技術基準（土木工事検査の方法）を

準用する。 

（２） 建築工事：埼玉県建築工事検査技術基準（建築工事検査の方法）を

準用する。 

（３） 工事に係る委託業務：別記２に定める「朝霞市工事に係る委託業務

検査技術基準」による。 

（契約に違反する場合の措置） 

第８条 規則第１３条第１項ただし書の規定による軽微な是正の指示及び同条

第４項の監督員の確認報告は、工事軽微是正指示書兼是正完了確認書（工事

検査要領様式第３号）により行うものとする。ただし、是正に要する期間が

３日以内で、かつ、軽微な是正は、口頭による指示を行い監督員の確認報告

によることができる。 

（検査の結果報告と通知） 

第９条 工事検査員又は特別検査員は、規則第１４条第１項の規定による検査

の結果報告（規則様式第５号）及び検査結果通知（規則様式第６号、第７号）

に当たって、完成検査（工事に係る委託業務の検査を除く）については、工

事成績採点表（建築工事）又は、工事成績報告書（土木工事）を添付するも

のとする。 

２ 前項の検査結果通知を受けた（中間検査を除く。）工事主管課長は、工事

検査結果通知書（規則様式第６号）を請求書に添付して出納室長に送付する
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とともに、工事完成（出来高）検査結果通知書（規則様式第７号）を受注者

に通知しなければならない。また、工事成績報告書又は、工事成績採点表が

あるものについては、工事成績評定通知書（工事成績評定結果通知公表実施

要領様式別記様式第１）及び同様式別表１（建築工事）又は、別表２（土木

工事）を添付するものとする。 

３ 工事成績の評定についての取扱いは、朝霞市工事成績評定実施要領のとお

りとする。 

（委任） 

第１０条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は、検査室長が別に定め

る。 

附 則 

この要領は、平成２４年１月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成２６年４月３日から施行する。 

別記１（要領第５条関係） 

工事検査員又は特別検査員の中間検査の取り扱いについて 

中間検査は、工事品質の確保、完成時において不可視部分の確認など施工途

中において履行確認を行うことを主眼として下記により取り扱うことを原則と

する。 

１ 中間検査の範囲 

工事検査員又は特別検査員が行う中間検査は、完成検査時において、写真

等においても施工状況が判断できないおそれのある部分について、特に必

要としたものを対象とする。 

２ 中間検査の範囲の決定 

① 当該工事の検査担当を指名された工事検査員又は特別検査員は、規則

第８条第３項の書類の審査時において、監督者と中間検査についての協議

を行い、中間検査の範囲を決定し、通知する。 

② 中間検査の範囲の決定のための、監督者との協議にあっては、中間検

査範囲決定協議書（工事検査要領様式第４号）を起票する。 
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３ 中間検査の準備 

① 担当監督員は、中間検査を受けるときは、受注者から提出を受け、承

認した施工計画書、その他必要な資料を担当検査員に提出する。 

② 担当検査員は、契約書、設計図書、施工計画書等に基づき検査を行う

ものとする。 

別記２（工事検査要領第７条第１項３号関係） 

朝霞市工事に係る委託業務検査技術基準 ≪※対象範囲は、別記３による。≫ 

別記３ 

工事に係る設計、調査、測量及び監理の委託の範囲の取り扱いについて 

朝霞市工事検査規則第１条、工事検査要領第１条の工事に係る設計、調査、

測量及び監理の委託の範囲については、下記のとおり取り扱うものとする。 

１ 工事に係る設計 

土木、建築、電気、機械の設計業務（基本設計、実施設計、詳細設計等） 

２ 工事に係る調査 

地質調査、土質調査業務 

３ 工事に係る測量 

用地測量業務等 

４ 工事に係る監理 

工事監理業務 
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